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施策の
柱CD

0101

0101

0101

計画名称

教育大綱

こども・家庭応援計画

達成率 ％ 100.00 100.00 －　 －　 －　

備

考

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年3月から5月まで、家庭教育センターを閉館した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年4月から7月中旬までの講座について開催中止とした。
・新型コロナウイルス感染症予防対策として、2020年度の講座の参加者数を減らした。

目標
％

100 100 100

実績

達成率 ％ 88.46 95.30 －　 －　

100 100

実績 39,809 38,120

－　

成
果
指
標

利用者数

目標
人

45,000 40,000 9,000

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

苦情非発生割合

実績

－　 －　

－

目標
－

利用案内の実施数
達成率 ％ 100.00 100.00 －　

達成率 ％ 100.00 100.00 －　 －　

2 2

目標
回

2 2 2

実績

実績 4 4 

活
動
指
標

説明会の開催数

目標
回

4 4 1 

一 般 財 源 円 3,747,468 3,329,421 3,691,000

財

源

内

訳

－　

その他特定財源 円 157,110 149,720 175,000

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）

項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 3,904,578 3,479,141 3,866,000

県 支 出 金 円

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

苦情非発生割合の増加 苦情非発生割合 ％ 100

変更

履歴

（365-苦情発生日数/365日）×100

利用案内の実施 利用案内の実施数 回 利用案内の周知の回数 2

最終目標値

家庭教育センター利用者の増加 利用者数 人 45,000

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

家庭教育センターの年間利用者数

家庭教育センター利用者

意 図
（どんな状態にしたいか）

より多くの方が、家庭教育センターを快適な環境のもとで利用する。
利用者の年齢層、活動が広がる。
茅野市環境方針のもと、環境への負荷が少ない施設を目指す。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

・朝、夕方の施設点検見回りを毎日実施する。・効果的な早期改善の補修等を行い施設の延命を図る。・施設管理業
務を業者へ委託する。（自動扉装置保守・エレベーター保守・火災報知器等保守・防火対象物点検等）・家庭教育セ
ンターの利用案内、周知をホームページ、広報ちの、公民館利用者説明会等で行う。・施設利用者に省エネルギー、
丁寧な利用等を呼びかける。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

新規利用団体への施設使用説明会の開
催

変更

履歴

説明会の開催数 回 新規利用団体への説明会の開催数 1

担 当 部 署 生涯学習部 生涯学習課 家庭教育センター 連絡先 73-0888

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

02

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

乳幼児期の発育・発達と家庭教育の充実

実行計画 01 乳幼児期の発育・発達と家庭教育の充実こども・家庭応援計画

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

市民の身近な学びの場として、多くの市民が利用できるよう快適な環境を提供するよう維持管理、設備の保守点検、
清掃等に努める。子育ての方法、家族のあり方、働き方、コミュニティのあり方など自分自身、家族、地域社会等す
べての方々の学びの場、活動の場として、講座、情報提供をする。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 08010402

事務事業名 家庭教育センター施設管理事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

1995 ～ 02

01 家庭教育の充実

基本計画② 01

項 05 目 04予 算 事 業 名 会計コード 01 款 10

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

平成7年建築後の老朽化が目立つようになってきている。施設を使用する団体、子育てサークル等は増えてきている
が、家庭教育センターを色々な活動で利活用できることを知らない方もいる。知ってもらうための周知が必要となっ
ている。

事業 03家庭教育センター施設管理事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

家庭教育センター利用者

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）



担 当 部 署 生涯学習部 生涯学習課 家庭教育センター 連絡先 73-0888

事務事業名 家庭教育センター施設管理事業 事業期間 年度 係内番号1995 ～ 02

最終評価責任者 藤森　隆 藤森　隆

最終評価年月日 2019年5月17日 2020年7月3日

作成担当者 永澤　美代子 藤森　隆

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

館内の設備について、丁
寧に扱うように説明、指導
を行っていく。

公民館等利用者説明会に
おいて、再度、館について
説明し、大切に使用しても
らうようお願いする。

現状維持 現状維持

現状維持 現状維持翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

館内の設備について、老
朽化が進んでいるため毎
年同じ個所の修繕が発生
している。

今年度行う予定であった修
繕が全くできなかったた
め、施設利用者に迷惑が
かかるようなものから修理
していく。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

定期的に活動を行ってる
団体の他にも、ホームペー
ジや広報ちの、公民館利
用者説明会等を通して周
知を行った。初めて館を利
用する団体へは、初回の
利用時には館内の説明等
を丁寧に行った。

年度当初、ちの地区こども
館が閉鎖されていた間に、
第１会議室の雨漏りにより
劣化したじゅうたんを新しく
した。また、初めて館を利
用する団体へ初回利用時
に館内の説明等を丁寧に
行い、掃除などのお願いを
した。

2022年度

成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

家庭教育センターへの利
用者数については、毎年
変わらない利用者数であ
る。利用者についても毎月
定期的に活動を行っている
団体が多いためと思われ
る。
苦情にについてはなかっ
た。

利用者数については、毎
年変わらない利用者数で
ある。毎年定期的に活動を
行っている団体が多いため
と思われる。年に２団体ほ
ど新規の団体の申込みが
ある。苦情についてはな
かった。
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2

3

1

2

01 家庭教育の充実

基本計画② 01

項 05 目 04予 算 事 業 名 会計コード 01 款 10

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

社会情勢が変化する中で、核家族の増加など地域とのつながりの希薄化などを背景に、育児不安を抱え孤立した子育
て家庭が増加している。地域に知り合いの少ない親が気楽に集える場所の確保や、親子のふれあい、親と親との仲間
作りの場、育児相談等の場が必要である。

事業 02家庭教育センター運営事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

保育園等に入園する前の子どもと親。保育園、小中学校の親。
家庭、教育等の悩みを持っている人。

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 08010401

事務事業名 家庭教育センター運営事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

1995 ～ 01

担 当 部 署 生涯学習部 生涯学習課 家庭教育センター 連絡先 73-0888

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

02

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

乳幼児期の発育・発達と家庭教育の充実

実行計画 01 乳幼児期の発育・発達と家庭教育の充実こども・家庭応援計画

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

育児不安を抱え孤立した子育て家庭が増加している。その中で、家庭教育の重要性を理解してもらい、子育てに役立
ててほしいと考え事業実施をしている。子どもの成長段階に沿って、子どもと親がともに学ぶ場と機会を提供しなが
ら「たくましく・やさしい・夢のある子ども」に育っていき、親としての自覚を持つことを願い、講座等を実施して
いる。健やかな家庭を築きあげていく手助けとなるために、家庭、教育等に関わる相談を実施している。

同上

意 図
（どんな状態にしたいか）

楽しく学び合い、親のあり方を考えながら、子育ての仲間作りをし、健やかな家庭を作る。
子育て、教育等の相談を受けて、育児ストレスや育児不安等を解消していく。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

・「遊びの広場」月1回、親子で楽しく遊びのびのびとした子育てや親子の仲間作り。・「えほんとなかよし」月1回、親子で絵本を
楽しみ、遊びや歌を交え絵本の紹介及び読み聞かせ。・「絵本で子育て」月1回程度、絵本のひみつを一緒に考えることで、絵本の魅
力を知る。・「からだであそぼう」体を使った遊びの体験。・「体と心をぎゅーだっこ」運動を通して親子の関わり方を考える。・
「子育てはじめの一歩」専門分野の講師による講座。・「働きたいママの応援セミナー」仕事と家庭の両立を考える。・「ベビーダ
ンス、パパのベビーダンス」スキンシップを通して、親子の絆を深める。・託児有の講座実施。・電話、面談、地区こども館へ出向
いての子育て、教育相談等の実施。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

講座の開催

変更

履歴

講座の開催数 回 講座の開催数 60

相談実施率 相談実施 ％ 相談実施/相談希望者×100 100

最終目標値

講座参加者の増加 参加者数 人 2,500

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

講座参加者数成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

相談解決割合の増加 相談終了割合 ％ 100

変更

履歴

相談終了件数/相談件数×100

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）

項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 9,442,194 9,328,120 9,361,000

県 支 出 金 円 2,650,000 2,717,000 2,717,000

国 庫 支 出 金 円 2,650,000 2,717,000 2,717,000

その他特定財源 円 40,500 4,400 6,000

地 方 債 円

実績 75 72 

活
動
指
標

講座の開催数

目標
回

60 60 40 

一 般 財 源 円 4,101,694 3,889,720 3,921,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 125.00 120.00 －　 －　

100 100

目標
％

100 100 100

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

相談実施
達成率 ％ 100.00 100.00 －　

実績 2,552 2,247

－　

成
果
指
標

参加者数

目標
人

3,000 2,500 900

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

相談終了割合

目標
％

100 100 100

実績

達成率 ％ 85.07 89.88 －　 －　

100 100
達成率 ％ 100.00 100.00 －　 －　 －　

備

考

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年3月から5月まで、家庭教育センターを閉館した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2020年4月から7月中旬までの講座について開催中止とした。
・新型コロナウイルス感染症予防対策として、2020年度の講座の参加者数を減らした。

施策の
柱CD

0101

0101

0101

計画名称

教育大綱

こども・家庭応援計画



事務事業名 家庭教育センター運営事業 事業期間 年度 係内番号1995 ～ 01

担 当 部 署 生涯学習部 生涯学習課 家庭教育センター 連絡先 73-0888

2022年度

成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

講座の参加者について
は、減少傾向にある。最近
は低年齢で保育園等に預
ける家庭が増加しているこ
とが原因と思われる。
子育て・教育相談等につい
ては、家庭教育センターで
の電話や面談の他に相談
員が地区こども館へ出向
いて相談にのっている。

講座の参加者については
減少傾向であるが、母親
同士のつながりから、友達
同士で参加する方が増え
ている。2歳児（来年保育
園にあがる子）がいないた
め、今年度は募集の枠（年
齢）について講師とも協議
する。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

直接相談員が声がけをす
ることで、講座へ参加する
方も増えている。また、講
座などへの参加が仲間づく
りの場となっている。

来館していただいた方へ、
直接相談員が声かけする
ことで、講座の参加にもつ
ながっている。また、講座
などへの参加が仲間づくり
の場となっている。

課
　
題

新たに講座への参加をし
ていただける方を増やして
いくことが重要になる。

講座の募集について、年
齢枠の見直しをすることで
参加者を増やしていく。ま
た、講座内容の見直しもし
ていく。

縮小

現状維持 縮小翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日 2020年7月3日

作成担当者 永澤美代子 藤森　隆

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

講座への参加を４か月検
診や１０か月検診などの機
会に周知していき今後の
講座参加者を増やしてい
く。

絵本の講座など、他の施
設でも行っているものにつ
いては、見直しをしていく。

現状維持

最終評価責任者 藤森　隆 藤森　隆


